
株式会社日本バイアウト研究所

＜Japan Buy-out Deal Conference in 東京（ライブ配信）＞

『続・プロフェッショナル経営者とバイアウト』出版記念シンポジウムのご案内
謹啓

時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。この度、2020 年 12 月に株式会社中央経済社から刊行されます『続・プロフェッショナル経

営者とバイアウト』の出版を記念して、Japan Buy-out Deal Conference in 東京を開催することになりましたのでご案内させて頂きます。

近年、バイアウトの手法の認知度が飛躍的に高まり、活用事例が急増しています。特に、中堅・中小のオーナー企業の事業承継に伴う事

例の伸びが顕著であり、首都圏だけではなく、地方の企業がバイアウトの手法を活用するケースも出てきています。そして、オーナー経営者

の引退に伴い、外部から経営人材が招聘されるケースが増加し、プロフェッショナル経営者の活躍の機会が創出されました。そこで、本シン

ポジウムでは、日本のプロフェッショナル経営者の現状について解説し、ベストプラクティスを目指して課題や将来展望についての討論を行

います。

プロフェッショナル経営者を目指す方々や、金融機関、プライベート・エクイティ・ファーム、M&A アドバイザリー・ファーム、コンサルティン

グ・ファーム、人材エージェントの方々にご参加賜れれば幸いです。

【参加対象】

■プロフェッショナル経営者、プロフェッショナル CFO、事業会社の経営企画部門・財務部門

■金融機関（大手銀行、信託銀行、地方銀行、信用金庫、証券会社）の M&A・事業承継担当者、法人営業担当者、プライベート・バンキ

ング担当者、LBO ファイナンス担当者、LP 投資担当者、事業再生担当者、総合企画担当者 ■機関投資家

■プライベート・エクイティ・ファーム（バイアウト、メザニン、ベンチャー、セカンダリー、ファンド・オブ・ファンズ）

■M&A アドバイザリー・ファーム、コンサルティング・ファーム、人材エージェント（エグゼクティブ・サーチ会社、人材紹介会社）

■弁護士、会計士、税理士

【注意事項】

・本シンポジウムの視聴は申込者本人のみに限定させて頂きます。

・視聴 URL の転送、ID・パスワードの共有、撮影、録音、録画の行為は一切禁止とさせて頂きます。

・本シンポジウムに関する事項を Web（ブログ、Twitter、Facebook を含む）などの媒体に書き込むことも禁止とさせて頂きます。

主催: 株式会社日本バイアウト研究所

協力: 株式会社中央経済社
URL: http://www.jbo-research.com/ 

【お問い合わせ先】jbori@jbo-research.com（担当: 杉浦）

【日時】
2020 年 12月 23 日（水）13:00～18:40（ライブ配信にて開催）

【参加費】

1名 28,000 円（税込）

・申込者には、12 月 21 日（月）までに、視聴用 URL・ID・パスワードが記載された「参加票」をメールにて送信させて頂きま

す。万が一、それまでにメールが届かない場合は下記お問い合わせメールアドレスまでご一報願います。

・資料一式は、12 月 21 日（月）を目途に、ご登録頂きました住所に郵送させて頂きますが、印刷の進捗状況、天候、交通事情、

配送状況、その他昨今の情勢によっては到着がセミナーの開催後になる可能性もございます。

・ライブ配信のみで事後配信はございません。

Lead sponsors

開催要領
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プログラム 
 
刊行の背景とマーケット・レビュー（13:00-13:25） 

株式会社日本バイアウト研究所 代表取締役 杉浦慶一 
 
基調講演（13:25-14:05） 

テーマ: 日本におけるプロフェッショナル経営者の現状 ～キャリアの傾向とバイアウト・ファンド投資先での登用に関する論点を中心として～ 

キャリアインキュベーション株式会社 代表取締役社長 荒井裕之氏 

＜概要＞ 

本講演では、日本国内におけるプロフェッショナル経営者のキャリアを紐解き、プロフェッショナル経営者に必要な資質について

考察し、20年間にわたりバイアウト・ファンド投資先の採用を支援してきた視点から、バイアウト・ファンド投資先に特有の論点に

ついても整理する。 
 
休憩（14:05-14:15）  
第一セッション（14:15-14:50） 

テーマ: 意識改革による第二創業への新たな挑戦 ～組織の大変革を起こす徹底したハンズオン支援とは～ 

     株式会社アミークス 代表取締役 神谷良氏 

     アント・キャピタル・パートナーズ株式会社 パートナー（株式会社アミークス 代表取締役）栗本興治氏 

司会者 デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社 マネージングディレクター 永松博幸氏 

＜概要＞ 

創業者からバイアウト・ファンドに承継されたアミークスは、現在、属人的経営体制から組織的運営体制に移行することを目指して

おり、これは組織の大変革を意味している。業績は順調がゆえに、変革の必要性に対する意識が高まりにくいなか、新サービスの開発

をはじめとする各種プロジェクト、新たな組織・事業運営に取り組む役職員たちの新生アミークス誕生に向けたチャレンジを語る。 

第二セッション（14:55-15:30） 

テーマ: プロフェッショナル経営者とバイアウト・ファンドとの効果的連携 ～投資先企業の発展と経営者のキャリア形成の両立を目指して～ 

     株式会社カジ・コーポレーション 代表取締役社長 前川智範氏 

株式会社アドバンテッジパートナーズ シニア パートナー 永露英郎氏 

司会者 キャリアインキュベーション株式会社 マネージングディレクター 佐竹勇紀氏 

＜概要＞ 

本セッションでは、外部から招聘されたプロフェッショナル経営者がポッカコーポレーションにどのような経緯で参画し、同社の企

業価値向上にどのように貢献したかと、別の投資先企業であるカジ・コーポレーションへの参画経緯と現在に至るまでの具体的事例を

紹介しつつ、外部プロフェッショナル経営者とバイアウト・ファンドの効果的連携による企業価値向上の秘訣について考察する。 
 
休憩（15:30-15:40）  
第三セッション（15:40-16:25） 

テーマ: 企業価値向上支援機能「i-Engine」の実践 ～日本型バイアウトの確立に向けて～ 

インテグラル株式会社 パートナー（株式会社大泉製作所 代表取締役会長）後藤英恒氏 

インテグラル株式会社 パートナー（日東エフシー株式会社 代表取締役）早瀬真紀子氏 

インテグラル株式会社 パートナー 山崎壯氏 

司会者 アンテロープキャリアコンサルティング株式会社 取締役 山本恵亮氏 

＜概要＞ 

本セッションでは、バイアウト・ファンドに在籍する経営人材が投資先企業の常駐経営者として派遣されて経営改革を推進した事

例についての紹介を行ったうえで、外部から就任する際の留意点、役職員とのコミュニケーションのあり方、長期的な視野に立った

経営改革のあるべき姿、次世代経営者の育成などについての討論を行う。 

第四セッション（16:30-17:05） 

テーマ: プロフェッショナル経営者の仕事の魅力 ～長期的な企業価値向上を念頭に置いた既存の経営陣のサポート～ 

     インテグラル株式会社 マネジメントオフィサー 山口渉氏 

キャス・キャピタル株式会社 取締役パートナー 山下健次郎氏 

司会者 アンテロープキャリアコンサルティング株式会社 コンサルタント 前田雄一郎氏 

＜概要＞ 

バイアウト・ファンドの投資先企業には、必要に応じて CFO（chief financial officer）、経営企画室長、海外現地法人トップなどが

派遣され、既存の経営陣のサポートが行われることがある。本セッションでは、ヨウジヤマモトやマークテックの事例を中心に常駐経

営人材が派遣されたケースの紹介を行いつつ、プロフェッショナル経営者の仕事の醍醐味について語る。 
 
休憩（17:05-17:15）  
第五セッション（17:15-18:25） 

テーマ: 日本におけるプロフェッショナル経営者市場の課題と将来展望 ～ベストプラクティスを目指して～ 

     株式会社アドバンテッジパートナーズ パートナー 早川裕氏 

アント・キャピタル・パートナーズ株式会社 代表取締役社長 飯沼良介氏 

エンデバー・ユナイテッド株式会社 シニアマネージングディレクター 前野龍三氏 

司会者 キャリアインキュベーション株式会社 マネージングディレクター 古屋和彦氏 
 
＜概要＞ 

中堅・中小のオーナー企業の事業承継に伴うバイアウト案件を中心として、プロフェッショナル経営者が派遣されるケースが増加

している。本セションでは、バイアウト・ファンドが求めるプロ経営者の資質、登用を検討する際の判断基準と人材の見極め方、人

材エージェントに求められる視点、若手の経営人材への期待などについての討論を行う。 
 
クロージング・スピーチ（18:25-18:40） 

テーマ: バイアウト・ファンドの投資先企業における経営委任契約 ～おさえるべき主要ポイントの解説～ 

アンダーソン・毛利・友常法律事務所 弁護士 飛岡和明氏 

アンダーソン・毛利・友常法律事務所 弁護士 楽楽氏 
 

＊本プログラムの内容は予告なく変更される場合がありますので予めご了承願います。 


